アッサンブラージュキッズの考える英語４技能について
§１　英語４技能とは何か
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現在の大学入試において、4技能全てを測定する試験はほぼ行われていない現状があります。
そのため学校の授業では大学合格を目指すため、4技能のバランスが取れた指導を行いづらい状況が厳然として存在します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：英語４技能試験情報サイト　http://4skills.eiken.or.jp/
§２　小学校から４技能を意識する意義
まだ小学生なのに、大学入試の話なんて気が早い！と思わないでください。小学校～中学校～高校の英語教育はリンク（連鎖）しています。小学生のうちから英語の４技能の素地を耕しておくことはとても重要です。とくに日本の英語教育の特徴として「話すこと」「聞くこと」が不得手だというデータがあります。アッサンブラージュキッズでは、毎回のレッスンの中で必ず音声教材を使用してネイティブの英語を聴き英語耳を育てることを重要視しています。加えて、今年度からはとくに「発話＝英語を話す、発音する」ことも大切にして、こどもたちに恥ずかしがらずに英語を話す姿勢を身につけてもらえるよう心がけています。中学校に進学したときに「あっさんに通ってよかった」と感じて頂けることが目標です。
現在の国の目標：

第2期教育振興基本計画（5年間）の期間である2017（平成29）年度までに、英語力の国際標準の一つである「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR=セファール）に照らして、中学校卒業段階でA1上位（英検3級程度以上）、高校卒業段階でA2～B1（同準2級～2級程度以上）の割合を、いずれも50％にすることを目指しています。2014（平成26）年度に目標を達成していたのは中学3年生で34.7％、高校3年生で31.9％と、上昇傾向にあるとはいえ、まだまだ改善の余地が大きいのが現状です。しかし今回のプランでは、2024（平成36）年度にいずれも70％に上げるという「あえて高い努力目標を掲げた」（下村博文・文部科学相）ものとなっています
(引用：ベネッセ教育ニュース　渡辺敦司氏のコラムから）
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出典：英語４技能試験情報サイト　http://4skills.eiken.or.jp/
日本の英語教育が文法偏重主義である現状は上記グラフに明らかです。その是非はともかく、今後「話す」「書く」技能が学校のカリキュラムに反映するまでにはしばし時間がかかるでしょう。制度を整えるには時間もパワーも要します。大学入試そのものが、英検やTOEFLなどの外部指標を英語力の認定に用いる動きがある位ですから。この動きを敏感に察知し、制度が整うより先に動くことが重要です。英語教育はいままさに過渡期にあるのです。
§３　あっさん英語の進化、パワーアップ

あっさん英語では４技能をバランスよく学習することを今後の目標とします。小学校卒業時までに英検５級取得というもともとのミッションはもとより、それを急ぐだけでなく、バランスよくほかの技能も磨いてまいります。小学校在学中に継続して英語に触れることで種を蒔き、それは成長したあとに花開くことでしょう。
もともと主宰である町井が文法教育を得意とする下地がありますが、加えてMATメソッドのディプロマを取得すべく現在トレーニング中です。文法偏重主義に陥ることなく、国の動きを適宜フォローした教育を行っていくことをお約束します。
（MATメソッドとは何か？は長くなりますので、次回の資料でお話したいと思います。）
アッサンブラージュキッズでは、皆さんに購入いただいている市販の教材はもとより、オックスフォード大学出版会の発行している非常に定評のある児童英語教育教材などを用い、良質で効果的なレッスンを皆様に提供したいと考えています。今後とも宜しくお願い申し上げます。


Speaking = 話すこと





Reading　＝　読むこと





Writing　＝　書くこと





Listening　＝　聴くこと











